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９月号令和2年

龍郷町に移住しました
地域おこし協力隊がインタビューしました

 好評連載

KIKUJIRO  練習風景 海洋教育プロジェクト
見てみよう！わきゃ海 募集

町内AED設置施設一覧
あなたの飼い猫、お済ですか？
マイクロチップ装着助成

2021夏公演予定・青少年ミュージカル

龍郷町の人口　令和2年７月末現在(前年比)　3,130世帯（+19） 男2,921人（+16） 女3,110人（+12） 計6,031人（+28）
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　奄美大島５市町村は島へ旅行や帰省する人に
向けて「島旅のしおり」を作成し、感染防止対策を
呼び掛けています。しおりの中では『旅行・帰省す
る場合、準備は２週間前から』とし、3密を避ける、
距離エチケット、体調管理徹底などを心がけるよ

う明記。町HPで
は A４ 判 カ ラ ー
データをダウン
ロードすることが
できます。

　昔、赤尾木に巨大隕石が落ちたと言う言い伝えが
あるのをご存知でしょうか。『星窪』という地名の由
来を研究した星村義一先生、赤尾木湾を調査した田
畑浩氏の２名がこの日、子ども達に研究や調査につ
いて語りました。自分たちの住む地域の伝承に子ど

も達は目を輝かせ、
聞 き入って いまし
た。次回は実際にク
レーターを見に行
く計画をしているそ
うです。

　秋名保育所と龍瀬保育所にて、龍郷町地域女性
団体連絡協議会（泰淳子会長）が「夏休み読み聞か
せ会」を行いました。今年はコロナの影響でイベン
ト中止が続く中、フェイスガードやマスク等の感染
予防対策を行い、開催。「毎年開催しているイベン

トなので、短時間
でも子ども達 が
楽しんでくれてよ
かったです 。」と
泰 会 長は話しま
した。

　農業委員及び農地利用最適化推進委員が新たに
選出されました。【農業委員会委員】〇福山道雄（芦
徳）〇龍宮省三（幾里）◎平島智代美（嘉渡）〇岡山チ
カ子（屋入）◎惠島廣光（瀬留）〇岡山俊一（浦）〇柳
東洋男（上戸口）〇新島純俊（大勝）〇重山末吉（赤尾

木）【農業委員会農
地利用最適化推進
委 員 】◎ 大 江 強 ◎
飯田圭太郎〇中原
正栄　（◎新任）

（敬称略）

　今年の追悼式はコロナ感染症拡大予防のため、式
典を短縮した他、参列者を半数以下とし厳かに開催
しました。竹田町長は式辞の中で「戦争の悲惨さと
平和の尊さを次の世代に継承し、恒久平和の実現に
向け努力していくことをお誓い申し上げます。」と述

べました。また遺族
会理事会の中では
新 会長として山田
國治氏が承認され
ました。

令和２年度第１回農業委員会

任期は令和2年7月から令和5年7月まで

秋名保育所・龍瀬保育所
大型絵本やエプロンシアターを楽しむ

奄美大島５市町村発行「島旅のしおり」
旅行・帰省は、2週間前から準備を

　大相撲十両力士大奄美関（赤尾木出身）を応援す
るため、竹山建設と竹山産業開発グループの２社か
ら計７本ののぼり旗を寄贈いただきました。竹山産
業開発の竹山社長は「コロナで落ち込んだ空気を吹
き飛ばすぐらいの活躍を期待している」と話し、また

竹田町長（龍郷町
大奄美関後援会
会長）は「とても
感謝している。大
奄美関の活躍を
期待しています。」
と語りました。

竹山建設と竹山産業開発グループ
コロナで落ち込んだ空気、吹き飛ばせ

戦後75年　規模縮小して開催
龍郷町戦争犠牲者追悼式

『星窪の会』 赤尾木公民館
巨大隕石落下の言い伝え
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青少年ミュージカル・KIKUJIRO公演に寄せて

KIKUJIROミュージカル

実行委員長　碇山　和宏

　令和３年の西郷菊次郎生誕160周年に合わせて、青少年ミュージカル・

KIKUJIROの練習が本格的に始まっています。

　西郷隆盛・愛加那の長男として龍郷に生まれた菊次郎は、台湾の宜蘭庁長

として、また、第二代の京都市長として大きな功績を残しています。

　小中高生によるこのミュージカルを通して、菊次郎の親子二代にわたる

「敬天愛人」の生き方に迫ると同時に、地域の担い手として活躍してほしい若

い世代に、自分の生まれ育ったシマに誇りをもってほしいと願っています。

2021 夏公演予定・青少年ミュージカル

KIKUJIRO

大島高校2年　隈元 莉緒奈さん

　「踊ること、表現することって楽しい！」私が菊次郎

ミュージカルに入って強く想ったことです。練習で

は、私たち高校生が、小中学生に振りを教えることが

あり、とても成長させられます。また、どんどん振りを

覚えていく小中学生の姿を見ることも私の楽しみで

す。是非、来年の公演で私たちの成長した姿を見てほ

しいと想います。そして、私たちも

町民の皆様に笑顔と感動を届

けられるように、日々練習を

頑張っていきたいと思いま

す。応援よろしくお願いします。

大島高校2年　篠﨑 あいみさん

　幼い頃から演じることが好きな私にとって、菊次郎

ミュージカルは唯一演技ができる場所です。最初は演

技をするために入りましたが、メンバーと和気あいあ

いと練習することで少し苦手だったダンスが楽しく

なり、練習に行くことが楽しみになりました。今の楽

しみは、もうすぐ始まる劇でいい役を演じられるよう

になることです。そのためにも、

もっと自分で出来る事をし

たいと思います。興味があ

る方は是非のぞきに来て下

さい！

\ 担当者から聞く /
子ども達の成長の様子

　４月開始予定だった稽古は、新型コロナウイルスの
影響で延期。６月からようやく本格的に稽古が始まり
ました。月に一度、演出家の松永太郎さん・振付師の岩
澤剣司さんが来島され、歌やダンスの指導をして頂い
ています。
　子ども達は難しいダンスレッスンにも一生懸命、楽
しそうに取り組んでいます。指導者抜きでの自主練で
は、高校生メンバーを中心に年下の子達に教え合う姿
があります。日を追うごとにダンスも上達し、表情か
らも自信がうかがえます。今後の子ども達の成長が楽
しみです。　　　　　　　　　教育委員会　重田美咲
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で
、
大

き
な
声
だ
し
て
叫
ん
で
お
れ
）
」
と
言
い
、
音
消
し

に
私
は
大
声
で
歌
っ
た
。「
海
は
広
い
な
大
き
い

な
」
。
兄
は
そ
の
場
で
サ
タ
ン
ガ
ブ(
※

３)

を
、
大

口
開
け
て
パ
ッ
ク
リ
。「
ワ
ン
ジ
ダ
カ
〜
（
私
に
も

～
）
」
、
私
は
ス
カ
ー
ト
を
広
げ
た
。

　
私
は
中
学
三
年
に
な
っ
た
。
人
生
最
初
の
岐
路

に
立
っ
た
。「
デ
ケ
ン
ク
ヮ
ヌ
ウ
レ
バ
、
ウ
ギ
売
テ
、

学
問
ス
ラ
シ
ユ
ン
ジ
ャ
ガ
（
で
き
る
子
が
い
た
ら
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
売
っ
て
学
問
さ
せ
て
や
り
た
い
も
の

だ
が
）
」
、
晩
酌
で
ほ
ろ
酔
い
の
父
が
呟
い
た
。
収
入

を
生
む
サ
ト
ウ
キ
ビ
耕
作
で
は
な
い
と
知
り
な
が

ら
、
進
学
組
に
入
っ
た
。
し
ば
ら
く
経
っ
た
夜
、
父

は
お
ち
ょ
こ
の
酒
を
ぐ
い
っ
と
飲
み
干
し
て
言
っ

た
。「
高
校
チ
ヤ
ヤ
ラ
シ
キ
ラ
ン
（
高
校
に
は
通
わ

せ
ら
れ
な
い
）
」
。
わ
か
っ
て
い
た
が
、
進
学
を
目
指

す
同
級
生
の
姿
を
見
て
し
ま
っ
た
私
は
、
悔
し
さ

で
泣
い
た
、
泣
い
た
。

　
卒
業
間
近
の
十
二
月
。
父
が
病
に
倒
れ
入
院
、
舟

渡
し
業
は
終
息
を
迎
え
た
。
私
は
駄
目
元
で
受
け

た
定
時
制
に
合
格
。
じ
わ
ー
っ
と
、
体
に
熱
い
も
の

が
流
れ
た
。
早
く
母
に
知
ら
せ
た
い
、
胸
弾
ま
せ
て

踏
ん
だ
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
は
軽
く
爽
快
だ
っ
た
。

　
母
は
掘
り
集
め
た
畑
の
芋
で
ヒ
ッ
キ
ャ
ゲ(
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４)

を
作
っ
た
。
私
は
番
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の
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の
日
に
な
る

と
も
思
わ
ず
、
母
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最
終
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ス
で
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。

母
は
、
私
の
進
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を
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に
、
一
家
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決
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し
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と
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う
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港
か
ら
家
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く
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た
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大
き
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そ
し
て
、

見
た
こ
と
も
な
い
青
く
す
ん
だ
海
。
そ
の
全
て
が
、

私
を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
た
。

　
一
年
前
、
父
の
転
勤
で
奄
美
大
島
に
や
っ
て
来

た
。
家
に
着
く
と
、
荷
物
を
ほ
ど
く
よ
り
も
早
く
海

を
見
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行
っ
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。
家
の
前
に
広
が
る
、
赤
尾
木
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。
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ら
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と
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ッ
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ラ
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。
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、
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一
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浜
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し
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で
、
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中 
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清 

楓

ー第６回たつごうエッセイコンテスト「サトウキビ・黒糖」「奄美の海」ー
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お
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呼
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と
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お
っ
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叔
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長
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熱
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幼
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。
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く
れ
た
。
黒
糖
の
小
さ
な

一
般・高
校
の
部

優
秀
賞

　
山
男
と
黒
糖大

阪
府
堺
市
　
西 

田
　
金 

吾
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故
郷
を
離
れ
五
十
六
年
、
私
は
古
希
を
迎
え
た
。

虚
し
い
父
の
呟
き
を
拾
い
、
心
の
糧
に
代
え
て
駆

け
た
人
生
だ
っ
た
。
住
居
跡
は
樹
木
に
飲
ま
れ
た
。

大
丈
夫
。
私
は
記
憶
の
中
の
故
郷
へ
い
つ
で
も
行

け
る
。

　
三
月
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
旬
の
終
り
の
花
が
咲
い

て
い
た
。

※

１
「
サ
タ
ヤ
ド
リ
」
黒
糖
を
作
る
小
屋

※

２
「
ガ
ン
ザ
タ
」
固
ま
る
前
の
黒
糖

※

３
「
サ
タ
ン
ガ
ブ
」
黒
糖
の
か
た
ま
り

※

４
「
ヒ
ッ
キ
ャ
ゲ
」
餅
と
さ
つ
ま
芋
を
練
り
合
わ
せ
た
も
の

水
を
す
く
っ
て
み
た
。
冷
た
い
。
手
の
中
で
、
水
が

太
陽
に
照
ら
さ
れ
光
り
か
が
や
い
て
い
る
。
不
思

議
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
こ
ん
な
に
も
き
れ
い
な

海
が
あ
る
の
か
。
人
は
、
本
当
に
き
れ
い
な
も
の
を

見
た
と
き
、
疑
問
を
い
だ
く
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
が
こ
の
海
を
見
ら
れ
た
の
は
、
奄
美
に
来
た

か
ら
だ
。
で
も
、
そ
れ
以
前
に
き
れ
い
に
す
き
と

お
っ
た
こ
の
海
が
奄
美
に
あ
る
か
ら
だ
。
自
然
に

よ
っ
て
で
き
た
赤
尾
木
湾
は
、
人
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
き
た
。こ
れ
か
ら
、
赤
尾
木
湾
と
出
会
う
人
た

ち
が
私
以
上
に
し
ょ
う
げ
き
を
う
け
る
よ
う
な

…
…

。
そ
ん
な
美
し
い
海
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
毎
日
が
ん
ば
る
こ
と
。
海

は
、
い
つ
も
み
ん
な
の
気
持
ち
を
受
け
取
め
る
。う

れ
し
い
気
持
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
悲
し
い
気
持

ち
も
。が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
れ
ば
、
海
は
元

気
に
な
る
と
思
う
。
そ
れ
が
、
こ
の
美
し
い
海
で
あ

り
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
私
た
ち
の
学
校
で
は
、
三
線
の
授
業
が
あ
る
。
赤

尾
木
湾
が
す
ぐ
見
え
る
音
楽
室
で
三
線
を
引
く
と
、

三
線
を
き
か
せ
て
い
る
気
持
ち
に
な
る
。
私
た
ち

が
引
く
三
線
や
、
八
月
お
ど
り
を
お
ど
っ
て
い
る

と
き
の
太
こ
の
音
や
う
た
な
ど
を
海
に
き
い
て
い

て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
他
と
は
ち
が
う
奄

美
大
島
ら
し
い
海
に
な
る
。

　
い
つ
も
身
近
に
あ
る
赤
尾
木
湾
は
私
た
ち
を
安

心
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
海
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

※学年の表記は作品応募時点

か
け
ら
で
疲
労
が
回
復
し
元
気
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
以
来
、
私
の
会
で
は
山
の
お
や
つ
は
黒
糖

が
み
ん
な
の
リ
ュ
ッ
ク
に
も
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
彼
は
奄
美
の
夏
祭
り
に
は
特
別
な
思
い

入
れ
が
あ
り
、
帰
省
し
て
は
土
産
に
黒
糖
を
買
っ

て
き
て
く
れ
た
。

　
高
校
時
代
に
体
操
で
鍛
え
た
彼
の
体
は
柔
軟
で
、

岩
壁
で
も
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
と
登
り
、
み
ん
な
の
羨

望
の
的
だ
っ
た
。
そ
れ
に
小
さ
な
体
で
人
一
倍
重

い
荷
物
を
担
い
だ
。
そ
れ
で
も
疲
れ
て
歩
け
な
く

な
っ
た
仲
間
の
荷
物
を
持
っ
て
や
る
優
し
い
青
年

だ
っ
た
。

　
夏
の
合
宿
で
は
テ
ン
ト
や
寝
袋
、
そ
れ
に
一
週

間
分
の
食
料
で
彼
の
リ
ュ
ッ
ク
は
一
杯
に
な
っ
た
。

辛
い
合
宿
も
陽
気
な
彼
に
励
ま
さ
れ
た
。

　
温
暖
な
南
国
育
ち
の
せ
い
か
彼
は
寒
さ
に
は

め
っ
ぽ
う
弱
か
っ
た
。
暑
い
と
は
一
言
も
言
わ
な

か
っ
た
が
よ
く
寒
い
寒
い
と
言
っ
た
。
冬
合
宿
で

は
彼
の
リ
ュ
ッ
ク
は
分
厚
い
防
寒
着
と
黒
糖
焼
酎

で
一
杯
だ
っ
た
。
夜
は
み
ん
な
で
焼
酎
を
飲
ん
で

歌
い
、
空
に
な
っ
た
紙
パ
ッ
ク
を
枕
に
眠
る
豪
傑

だ
っ
た
。

　
山
岳
会
で
一
番
若
く
て
元
気
者
だ
っ
た
彼
が
、

五
年
前
に
脳
梗
塞
で
あ
っ
け
な
く
こ
の
世
を
去
っ

た
。

　
彼
を
偲
ぶ
会
が
行
わ
れ
た
が
、
笑
顔
の
遺
影
が

一
層
悲
し
く
、
早
す
ぎ
る
生
涯
を
仲
間
で
悼
ん
だ
。

奄
美
の
民
謡
が
流
れ
る
中
、
彼
の
愛
し
た
黒
糖
焼

酎
で
献
杯
し
た
。
彼
の
雄
姿
が
次
々
と
映
し
出
さ

れ
、
山
の
思
い
出
話
で
彼
を
偲
ん
だ
。

　
後
日
、
彼
の
遺
影
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
彼
が
愛
し
た

穂
高
岳
に
登
っ
た
。
黒
糖
が
ほ
ろ
苦
く
、
切
な
か
っ

た
。
彼
は
天
国
で
も
き
っ
と
黒
糖
を
携
え
て
、
山
河

を
駆
け
巡
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

７ テーマ

「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」作品募集中! !
    詳しくは町HP、もしくは企画観光課まで☎0997-69-4512 Tatsugo -4-

令
和
２
年

９
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
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グ
ィ
イ
ジ
ャ
シ
ア
ブ
ト
レ
（
あ
ん
た
は
そ
こ
で
、
大

き
な
声
だ
し
て
叫
ん
で
お
れ
）
」
と
言
い
、
音
消
し

に
私
は
大
声
で
歌
っ
た
。「
海
は
広
い
な
大
き
い

な
」
。
兄
は
そ
の
場
で
サ
タ
ン
ガ
ブ(

※

３)

を
、
大

口
開
け
て
パ
ッ
ク
リ
。「
ワ
ン
ジ
ダ
カ
〜
（
私
に
も

～
）
」
、
私
は
ス
カ
ー
ト
を
広
げ
た
。

　
私
は
中
学
三
年
に
な
っ
た
。
人
生
最
初
の
岐
路

に
立
っ
た
。「
デ
ケ
ン
ク
ヮ
ヌ
ウ
レ
バ
、
ウ
ギ
売
テ
、

学
問
ス
ラ
シ
ユ
ン
ジ
ャ
ガ
（
で
き
る
子
が
い
た
ら
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
売
っ
て
学
問
さ
せ
て
や
り
た
い
も
の

だ
が
）
」
、
晩
酌
で
ほ
ろ
酔
い
の
父
が
呟
い
た
。
収
入

を
生
む
サ
ト
ウ
キ
ビ
耕
作
で
は
な
い
と
知
り
な
が

ら
、
進
学
組
に
入
っ
た
。
し
ば
ら
く
経
っ
た
夜
、
父

は
お
ち
ょ
こ
の
酒
を
ぐ
い
っ
と
飲
み
干
し
て
言
っ

た
。「
高
校
チ
ヤ
ヤ
ラ
シ
キ
ラ
ン
（
高
校
に
は
通
わ

せ
ら
れ
な
い
）
」
。
わ
か
っ
て
い
た
が
、
進
学
を
目
指

す
同
級
生
の
姿
を
見
て
し
ま
っ
た
私
は
、
悔
し
さ

で
泣
い
た
、
泣
い
た
。

　
卒
業
間
近
の
十
二
月
。
父
が
病
に
倒
れ
入
院
、
舟

渡
し
業
は
終
息
を
迎
え
た
。
私
は
駄
目
元
で
受
け

た
定
時
制
に
合
格
。
じ
わ
ー
っ
と
、
体
に
熱
い
も
の

が
流
れ
た
。
早
く
母
に
知
ら
せ
た
い
、
胸
弾
ま
せ
て

踏
ん
だ
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
は
軽
く
爽
快
だ
っ
た
。

　
母
は
掘
り
集
め
た
畑
の
芋
で
ヒ
ッ
キ
ャ
ゲ(

※

４)

を
作
っ
た
。
私
は
番
屋
で
の
最
後
の
日
に
な
る

と
も
思
わ
ず
、
母
と
最
終
バ
ス
で
名
瀬
へ
向
っ
た
。

母
は
、
私
の
進
学
を
期
に
、
一
家
の
移
住
を
決
意
し

た
と
言
う
。

　
港
か
ら
家
に
つ
く
ま
で
に
見
え
る
鮮
や
か
な
赤

の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、
す
る
ど
く
と
が
っ
た
ソ
テ
ツ
、

た
く
ま
し
く
立
つ
大
き
な
ガ
ジ
ュ
マ
ル
。
そ
し
て
、

見
た
こ
と
も
な
い
青
く
す
ん
だ
海
。
そ
の
全
て
が
、

私
を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
た
。

　
一
年
前
、
父
の
転
勤
で
奄
美
大
島
に
や
っ
て
来

た
。
家
に
着
く
と
、
荷
物
を
ほ
ど
く
よ
り
も
早
く
海

を
見
に
行
っ
た
。
家
の
前
に
広
が
る
、
赤
尾
木
湾
だ
。

草
む
ら
を
ぬ
け
る
と
、
周
り
が
パ
ッ
と
明
る
く

な
っ
た
。
足
元
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
白
い
砂
浜
。

そ
し
て
、
海
。
思
わ
ず
一
歩
、
足
を
ふ
み
出
し
た
。

海
に
近
づ
く
ほ
ど
、
砂
浜
は
サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
も

の
か
ら
、
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
い
っ
た
。
手
で
、
海

学
生
の
部

優
秀
賞

　
奄
美
ら
し
い
海

赤
徳
中
１
年
　
中 

川
　
清 
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甘
く
香
る
湯
気
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
カ
ス
の
山

が
酸
っ
ぱ
い
臭
い
を
放
つ
サ
タ
ヤ
ド
リ(

※

１)

。

「
お
じ
！
」
私
が
呼
ぶ
と
、「
お
っ
、
チ
ナ
（
来
た
か
）
」

叔
父
は
私
の
持
っ
て
き
た
空
き
缶
に
、
長
い
柄
杓

で
熱
々
の
ガ
ン
ザ
タ(

※

２)

を
入
れ
て
く
れ
た
。

幼
い
日
、
母
の
里
で
の
思
い
出
。

　
私
は
竜
郷
村
番
屋
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
日
本
復

帰
前
後
の
島
は
、
ど
の
集
落
も
黒
糖
を
作
る
「
サ
タ

ヤ
ド
リ
」
が
あ
っ
た
。
集
落
間
の
舟
渡
し
が
本
業
で

あ
る
我
が
家
で
、
採
れ
る
黒
糖
は
毎
年
、
一
斗
缶
で

一
つ
。
主
に
カ
シ
ャ
餅
や
香
煎
、
盆
菓
子
、
サ
タ
粥

に
使
わ
れ
た
。

　
二
才
違
い
の
兄
が
、
茅
葺
き
の
住
ま
い
の
屋
根

裏
に
一
斗
缶
を
見
つ
け
た
あ
る
日
、
金
槌
と
五
寸

釘
を
手
に
上
が
り
、「
イ
ャ
ヤ
ウ
マ
ナ
ン
テ
、
フ
ー

一
般・高
校
の
部

優
秀
賞

　
拾
っ
た
父
の
呟
き

鹿
児
島
県
奄
美
市
　
　
山 

田
　
稔 

乃

　
奄
美
出
身
の
彼
と
は
山
岳
会
で
出
会
っ
た
。
高

校
ま
で
は
奄
美
で
過
ご
し
、
大
学
で
大
阪
に
出
て

き
た
と
い
う
。
南
国
育
ち
の
せ
い
か
明
る
く
陽
気

な
青
年
で
山
岳
会
で
は
人
気
者
に
な
っ
た
。
奄
美

の
訛
り
が
抜
け
き
ら
な
い
彼
が
、
山
を
歩
き
な
が

ら
奄
美
の
伝
統
芸
能
や
美
し
い
自
然
を
熱
く

語
っ
て
く
れ
た
。
一
服
す
る
と
彼
は
袋
入
り
の
黒

糖
を
み
ん
な
に
回
し
て
く
れ
た
。
黒
糖
の
小
さ
な

一
般・高
校
の
部

優
秀
賞

　
山
男
と
黒
糖大

阪
府
堺
市
　
西 

田
　
金 

吾
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故
郷
を
離
れ
五
十
六
年
、
私
は
古
希
を
迎
え
た
。

虚
し
い
父
の
呟
き
を
拾
い
、
心
の
糧
に
代
え
て
駆

け
た
人
生
だ
っ
た
。
住
居
跡
は
樹
木
に
飲
ま
れ
た
。

大
丈
夫
。
私
は
記
憶
の
中
の
故
郷
へ
い
つ
で
も
行

け
る
。

　
三
月
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
旬
の
終
り
の
花
が
咲
い

て
い
た
。

※

１
「
サ
タ
ヤ
ド
リ
」
黒
糖
を
作
る
小
屋

※

２
「
ガ
ン
ザ
タ
」
固
ま
る
前
の
黒
糖

※

３
「
サ
タ
ン
ガ
ブ
」
黒
糖
の
か
た
ま
り

※

４
「
ヒ
ッ
キ
ャ
ゲ
」
餅
と
さ
つ
ま
芋
を
練
り
合
わ
せ
た
も
の

水
を
す
く
っ
て
み
た
。
冷
た
い
。
手
の
中
で
、
水
が

太
陽
に
照
ら
さ
れ
光
り
か
が
や
い
て
い
る
。
不
思

議
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
こ
ん
な
に
も
き
れ
い
な

海
が
あ
る
の
か
。
人
は
、
本
当
に
き
れ
い
な
も
の
を

見
た
と
き
、
疑
問
を
い
だ
く
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
が
こ
の
海
を
見
ら
れ
た
の
は
、
奄
美
に
来
た

か
ら
だ
。
で
も
、
そ
れ
以
前
に
き
れ
い
に
す
き
と

お
っ
た
こ
の
海
が
奄
美
に
あ
る
か
ら
だ
。
自
然
に

よ
っ
て
で
き
た
赤
尾
木
湾
は
、
人
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
き
た
。こ
れ
か
ら
、
赤
尾
木
湾
と
出
会
う
人
た

ち
が
私
以
上
に
し
ょ
う
げ
き
を
う
け
る
よ
う
な

…
…

。
そ
ん
な
美
し
い
海
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
毎
日
が
ん
ば
る
こ
と
。
海

は
、
い
つ
も
み
ん
な
の
気
持
ち
を
受
け
取
め
る
。う

れ
し
い
気
持
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
悲
し
い
気
持

ち
も
。が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
れ
ば
、
海
は
元

気
に
な
る
と
思
う
。
そ
れ
が
、
こ
の
美
し
い
海
で
あ

り
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
私
た
ち
の
学
校
で
は
、
三
線
の
授
業
が
あ
る
。
赤

尾
木
湾
が
す
ぐ
見
え
る
音
楽
室
で
三
線
を
引
く
と
、

三
線
を
き
か
せ
て
い
る
気
持
ち
に
な
る
。
私
た
ち

が
引
く
三
線
や
、
八
月
お
ど
り
を
お
ど
っ
て
い
る

と
き
の
太
こ
の
音
や
う
た
な
ど
を
海
に
き
い
て
い

て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
他
と
は
ち
が
う
奄

美
大
島
ら
し
い
海
に
な
る
。

　
い
つ
も
身
近
に
あ
る
赤
尾
木
湾
は
私
た
ち
を
安

心
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
海
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

※学年の表記は作品応募時点

か
け
ら
で
疲
労
が
回
復
し
元
気
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
以
来
、
私
の
会
で
は
山
の
お
や
つ
は
黒
糖

が
み
ん
な
の
リ
ュ
ッ
ク
に
も
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
彼
は
奄
美
の
夏
祭
り
に
は
特
別
な
思
い

入
れ
が
あ
り
、
帰
省
し
て
は
土
産
に
黒
糖
を
買
っ

て
き
て
く
れ
た
。

　
高
校
時
代
に
体
操
で
鍛
え
た
彼
の
体
は
柔
軟
で
、

岩
壁
で
も
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
と
登
り
、
み
ん
な
の
羨

望
の
的
だ
っ
た
。
そ
れ
に
小
さ
な
体
で
人
一
倍
重

い
荷
物
を
担
い
だ
。
そ
れ
で
も
疲
れ
て
歩
け
な
く

な
っ
た
仲
間
の
荷
物
を
持
っ
て
や
る
優
し
い
青
年

だ
っ
た
。

　
夏
の
合
宿
で
は
テ
ン
ト
や
寝
袋
、
そ
れ
に
一
週

間
分
の
食
料
で
彼
の
リ
ュ
ッ
ク
は
一
杯
に
な
っ
た
。

辛
い
合
宿
も
陽
気
な
彼
に
励
ま
さ
れ
た
。

　
温
暖
な
南
国
育
ち
の
せ
い
か
彼
は
寒
さ
に
は

め
っ
ぽ
う
弱
か
っ
た
。
暑
い
と
は
一
言
も
言
わ
な

か
っ
た
が
よ
く
寒
い
寒
い
と
言
っ
た
。
冬
合
宿
で

は
彼
の
リ
ュ
ッ
ク
は
分
厚
い
防
寒
着
と
黒
糖
焼
酎

で
一
杯
だ
っ
た
。
夜
は
み
ん
な
で
焼
酎
を
飲
ん
で

歌
い
、
空
に
な
っ
た
紙
パ
ッ
ク
を
枕
に
眠
る
豪
傑

だ
っ
た
。

　
山
岳
会
で
一
番
若
く
て
元
気
者
だ
っ
た
彼
が
、

五
年
前
に
脳
梗
塞
で
あ
っ
け
な
く
こ
の
世
を
去
っ

た
。

　
彼
を
偲
ぶ
会
が
行
わ
れ
た
が
、
笑
顔
の
遺
影
が

一
層
悲
し
く
、
早
す
ぎ
る
生
涯
を
仲
間
で
悼
ん
だ
。

奄
美
の
民
謡
が
流
れ
る
中
、
彼
の
愛
し
た
黒
糖
焼

酎
で
献
杯
し
た
。
彼
の
雄
姿
が
次
々
と
映
し
出
さ

れ
、
山
の
思
い
出
話
で
彼
を
偲
ん
だ
。

　
後
日
、
彼
の
遺
影
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
彼
が
愛
し
た

穂
高
岳
に
登
っ
た
。
黒
糖
が
ほ
ろ
苦
く
、
切
な
か
っ

た
。
彼
は
天
国
で
も
き
っ
と
黒
糖
を
携
え
て
、
山
河

を
駆
け
巡
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

７ テーマ

「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」作品募集中! !
    詳しくは町HP、もしくは企画観光課まで☎0997-69-4512
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「誰も自殺に追い込まれることのない龍郷町の実現を目指して」

―龍郷町自殺対策計画―

　10代の自殺は長期休暇明けに急増する傾向があります。今
年は新型コロナウイルス感染症の影響により、例年より夏休
みが短縮されたり、イベント中止や感染予防に努めたりと、
いつもと違ったストレスの多い夏を過ごされたと思います。
　新学期スタートに伴い、不安や悩みを抱えることもあります。
時には「死んでしまいたい」と思うこともあるかもしれません。
　　　そんな時は、一人で抱え込まないで、
　　　　　　　　　　誰かに相談してみませんか？

 元気なうちから認知症予防！
　認知症は単なるもの忘れとは違う、脳の細胞が働か
なくなる病気です。もの忘れを中心として徘徊や幻覚
など色々な症状があり、アルツハイマー型認知症や脳
血管性認知症など原因となる病気もさまざまです。

   　認知症予防の生活
 　運動は脳の神経を成長させます。

　運動をすると、脳の神経を成長させるたんぱく質が分泌されます。各集落ではどぅくさ会などの活動
で、楽らく体操（重りを使った筋力アップ体操）・てくてく体操（脳を使いながら歩く運動）を実施し
ています。これらの体操も活用しましょう。

 　周りの人とコミュニケーションをとる。
　家族や友人と会話する、社会生活の場で他人と交流しておしゃべりをすることは脳に刺激を与え、神
経細胞ネットワークを活性化できると言われています。 地域行事などに参加し、集落の方とコミュニ
ケーションを図ることも認知症の予防には効果的です。

 　野菜や魚中心の献立にして、よく噛んでゆっくり食べましょう。
　野菜や果物に含まれているビタミン C・E、βカロテンには抗酸化作用があり、認知症予防の効果があ
ります。また青魚には、脳の神経伝達を活性化させて、脳の血流をよくする不飽和脂肪酸が含まれてい
ます。島の新鮮な野菜・果物・お魚を上手に取り入れましょう。

認知症についてのご相談・問い合わせ先
龍郷町地域包括支援センター  ☎（６９）４５１６

海洋教育プロジェクト

20202020
予備日 11 月 29 日 ( 日 )
荒天時の

対象 :

定員 :

龍郷町内小学 4 年生 ( 満 10 歳 )〜町内在住高校生

30名 ( 応募者多数の場合は抽選となります )

イベント時間 ： 10:30 ~ 16:30

集合場所 ： 芦徳公民館  ※昼食は各自でご持参ください。

( 受付は10:50 まで )

年 月 日 (日)11 1
体験ダイビングで奄美の海を探検しよう！体験ダイビングで奄美の海を探検しよう！

参加費
無料

主催 ： 見てみよう！わきゃ海実行委員会   共催 ： 龍郷ダイビング組合　後援 ： 芦徳集落 ・ 龍郷町

お問合せ先 ： 龍郷町企画観光課   0997-69-4512

参加のお申込は
web で！

申込締切：9 月 30 日

第 1 部： 世界に誇る奄美の海の魅力を知ろう

第２部： 体験ダイビングにチャレンジ！

イベント内容



-7- Tatsugo

令
和
２
年

９
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ふ
る
さ
と
納
税

名
誉
町
民

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

ダ
イ
ビ
ン
グ

体
験

　募
集

保
健
福
祉
課

消
防
分
署

生
活
環
境
課

海洋教育プロジェクト

20202020
予備日 11 月 29 日 ( 日 )
荒天時の

対象 :

定員 :

龍郷町内小学 4 年生 ( 満 10 歳 )〜町内在住高校生

30名 ( 応募者多数の場合は抽選となります )

イベント時間 ： 10:30 ~ 16:30

集合場所 ： 芦徳公民館  ※昼食は各自でご持参ください。

( 受付は10:50 まで )

年 月 日 (日)11 1
体験ダイビングで奄美の海を探検しよう！体験ダイビングで奄美の海を探検しよう！

参加費
無料

主催 ： 見てみよう！わきゃ海実行委員会   共催 ： 龍郷ダイビング組合　後援 ： 芦徳集落 ・ 龍郷町

お問合せ先 ： 龍郷町企画観光課   0997-69-4512

参加のお申込は
web で！

申込締切：9 月 30 日

第 1 部： 世界に誇る奄美の海の魅力を知ろう

第２部： 体験ダイビングにチャレンジ！

イベント内容



Tatsugo -8-

令
和
２
年

９
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ふ
る
さ
と
納
税

名
誉
町
民

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

ダ
イ
ビ
ン
グ

体
験

　募
集

保
健
福
祉
課

消
防
分
署

生
活
環
境
課

　
龍
郷
町
浦
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
『
オ
ス
テ
リ
ア 

フ
ィ
オ
ー
レ
』
の
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ
る
小
池
さ
ん
。お
米
作
り

も
し
て
い
る
と
聞
き
、作
業
中
の
田
ん
ぼ
に

伺
い
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

車
に
荷
物
を
詰
め
て…

間
弓「
移
住
さ
れ
て
何
年
目
で
す
か
？
き
っ

か
け
は
？
」

小
池「
移
住
し
て
15
年
程
に
な
り
ま
す
。
当

時
、
姉
が
奄
美
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
神
戸
か
ら
車
に
荷
物
を
詰

め
奄
美
へ
。
最
初
は
車
中
泊
で
過
ご
し
な

が
ら
勤
め
先
を
探
す
事
か
ら
始
め
ま
し

た
。ご
縁
が
あ
り
手
広
に
あ
る
ペ
ン
シ
ョ
ン

＆
レ
ス
ト
ラ
ン
に
就
職
し
、お
客
様
か
ら
賃

貸
物
件
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。」

間
弓「
仕
事
と
部
屋
探
し
は
移
住
希
望
者
に

と
っ
て
の
ハ
ー
ド
ル
で
す
よ
ね
。住
ま
い
と

勤
め
先
が
同
時
に
見
つ
か
る
な
ん
て
、と
て

も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。」

小
池「
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。そ
の
後
独
立
し
、

名
瀬
で
お
店
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、ず
っ

だ
わ
り
、肥
料
や
農
薬
を
使
わ
ず
に
、奄
美
の

美
し
い
自
然
や
海
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、栽

培
し
て
い
ま
す
。田
ん
ぼ
を
初
め
て
４
年
目

に
な
り
ま
す
が
、よ
う
や
く
収
穫
量
が
増
え

て
き
ま
し
た
。農
機
具
も
だ
い
ぶ
買
い
揃
え

ま
し
た(
笑
)。秋
名
・
幾
里
地
区
に
は
高
齢
化

と
と
も
に
何
十
年
も
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

田
ん
ぼ
が
沢
山
あ
る
ん
で
す
。そ
れ
を
私
た

ち
若
い
世
代
で
開
墾
し
、田
ん
ぼ
に
戻
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
幾
里

集
落
に
家
族
で
引
っ
越
し
、田
ん
ぼ
の
管
理

を
し
て
い
ま
す
。」

間
弓「
田
ん
ぼ
の
た
め
に
引
越
し
ま
で
し
た

ん
で
す
ね
。大
変
な
ご
苦
労
と
熱
い
想
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。集
落
の
住
み
心
地
は
い

か
が
で
す
か
？
」

ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流
れ
る

小
池「
こ
こ
は
お
年
寄
り
の
方
が
多
い
た
め

か
、ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
を
感
じ

ま
す
ね
。住
む
こ
と
で
、こ
の
環
境
を
残
し
て

い
き
た
い
と
の
想
い
が
よ
り
一
層
強
く
な
り

ま
し
た
。」

間
弓「
お
店
で
は
こ
の
お
米
を
提
供
し
て
い

る
ん
で
す
か
？
」

小
池「
店
内
は
も
ち
ろ
ん
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
採
れ

た
お
米
で
作
る
ミ
キ
を
酵
母
に
し
、ピ
ザ
生

地
に
し
て
い
ま
す
。新
設
し
た
５
０
０
度
の

高
温
窯
で
焼
き
上
げ
る
ピ
ザ
も
好
評
を
頂
い

て
い
ま
す
。」

間
弓「
と
て
も
美
味
し
そ
う
で
す
ね
。ぜ
ひ
今

度
お
店
に
伺
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。」

　
周
り
を
見
渡
せ
ば
農
作
業
し
て
い
る
方
が

他
に
も
ち
ら
ほ
ら
。こ
の
田
園
風
景
が
地
域

の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、守
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

と
住
ん
で
き
た
龍
郷
町
に
お
店
を
構
え
た

い
。美
し
い
海
と
山
が
近
い
自
然
豊
か
な
場

所
で
子
育
て
を
し
な
が
ら
、奄
美
ら
し
い
生

き
方
を
し
て
い
き
た
い
。と
思
い
、５
年
前
に

現
在
の
浦
に
店
舗
兼
住
居
を
建
て
ま
し
た
。」

田
園
風
景
を
残
し
て
い
き
た
い

間
弓「
お
店
の
料
理
は
島
の
野
菜
を
使
っ
た

こ
だ
わ
り
の
イ
タ
リ
ア
ン
だ
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。料
理
だ
け
で
な
く
、自
身
で
お
米
の
栽

培
に
も
力
を
注
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。」

小
池「
奄
美
大
島
で
最
大
規
模
の
秋
名
・
幾
里

地
区
の
田
園
風
景
を
残
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。利
益
に
は
な
か
な
か
つ
な

が
ら
な
い
の
で
す
が(
笑
)。自
然
栽
培
に
こ

　今回、インタビューの際に稲刈りの体験をさ
せて頂きました。とても重労働で大変な作業だ
と実感しました。しかし小池さんは楽しそうに
作業をされていて、稲作に対する愛情を感じま
した。小池さんのこだわりが詰まった料理を早
く食べに行こうと思います。今後も移住者の先
輩方にお会いできる事を楽しみにしています。

小池弘章さん（38）幾里集落在住
兵庫県出身。農家から直接仕入れる新鮮野
菜や魚介など地場産食材を使用したメ
ニューが好評のイタリアン料理店『osteria 
fiore』オーナーシェフ。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　みなさんこんにちは。奄美での初めての夏が
来て、海や空に癒やされている毎日です。
　少しずつですが移住相談の問い合わせも増
え、相談窓口の必要性を感じています。色々な施
設の紹介の他、集落ごとの特色も学び、移住希望
者へ伝えていけたらと思っています。
　今後、色々な場所にお邪魔したいと思ってい
ますのでよろしくお願いします。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
インタビュアー間弓祐次郎（左）と小池弘章さん（右）

連載 vol.03

今 回 のインタビュアー

『osteria fiore』オステリア フィオーレ
浦1113-2  ☎0997-62-3187
ディナー18時00分～22時00分（21時00
分ラストオーダー）火曜日定休

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

こいけ 　ひろあき
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龍
郷
町
浦
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
『
オ
ス
テ
リ
ア 

フ
ィ
オ
ー
レ
』
の
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ
る
小
池
さ
ん
。お
米
作
り

も
し
て
い
る
と
聞
き
、作
業
中
の
田
ん
ぼ
に

伺
い
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

車
に
荷
物
を
詰
め
て…

間
弓「
移
住
さ
れ
て
何
年
目
で
す
か
？
き
っ

か
け
は
？
」

小
池「
移
住
し
て
15
年
程
に
な
り
ま
す
。
当

時
、
姉
が
奄
美
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
神
戸
か
ら
車
に
荷
物
を
詰

め
奄
美
へ
。
最
初
は
車
中
泊
で
過
ご
し
な

が
ら
勤
め
先
を
探
す
事
か
ら
始
め
ま
し

た
。ご
縁
が
あ
り
手
広
に
あ
る
ペ
ン
シ
ョ
ン

＆
レ
ス
ト
ラ
ン
に
就
職
し
、お
客
様
か
ら
賃

貸
物
件
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。」

間
弓「
仕
事
と
部
屋
探
し
は
移
住
希
望
者
に

と
っ
て
の
ハ
ー
ド
ル
で
す
よ
ね
。住
ま
い
と

勤
め
先
が
同
時
に
見
つ
か
る
な
ん
て
、と
て

も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。」

小
池「
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。そ
の
後
独
立
し
、

名
瀬
で
お
店
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、ず
っ

だ
わ
り
、肥
料
や
農
薬
を
使
わ
ず
に
、奄
美
の

美
し
い
自
然
や
海
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、栽

培
し
て
い
ま
す
。田
ん
ぼ
を
初
め
て
４
年
目

に
な
り
ま
す
が
、よ
う
や
く
収
穫
量
が
増
え

て
き
ま
し
た
。農
機
具
も
だ
い
ぶ
買
い
揃
え

ま
し
た(
笑
)。秋
名
・
幾
里
地
区
に
は
高
齢
化

と
と
も
に
何
十
年
も
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

田
ん
ぼ
が
沢
山
あ
る
ん
で
す
。そ
れ
を
私
た

ち
若
い
世
代
で
開
墾
し
、田
ん
ぼ
に
戻
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
幾
里

集
落
に
家
族
で
引
っ
越
し
、田
ん
ぼ
の
管
理

を
し
て
い
ま
す
。」

間
弓「
田
ん
ぼ
の
た
め
に
引
越
し
ま
で
し
た

ん
で
す
ね
。大
変
な
ご
苦
労
と
熱
い
想
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。集
落
の
住
み
心
地
は
い

か
が
で
す
か
？
」

ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流
れ
る

小
池「
こ
こ
は
お
年
寄
り
の
方
が
多
い
た
め

か
、ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
を
感
じ

ま
す
ね
。住
む
こ
と
で
、こ
の
環
境
を
残
し
て

い
き
た
い
と
の
想
い
が
よ
り
一
層
強
く
な
り

ま
し
た
。」

間
弓「
お
店
で
は
こ
の
お
米
を
提
供
し
て
い

る
ん
で
す
か
？
」

小
池「
店
内
は
も
ち
ろ
ん
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
採
れ

た
お
米
で
作
る
ミ
キ
を
酵
母
に
し
、ピ
ザ
生

地
に
し
て
い
ま
す
。新
設
し
た
５
０
０
度
の

高
温
窯
で
焼
き
上
げ
る
ピ
ザ
も
好
評
を
頂
い

て
い
ま
す
。」

間
弓「
と
て
も
美
味
し
そ
う
で
す
ね
。ぜ
ひ
今

度
お
店
に
伺
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。」

　
周
り
を
見
渡
せ
ば
農
作
業
し
て
い
る
方
が

他
に
も
ち
ら
ほ
ら
。こ
の
田
園
風
景
が
地
域

の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、守
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

と
住
ん
で
き
た
龍
郷
町
に
お
店
を
構
え
た

い
。美
し
い
海
と
山
が
近
い
自
然
豊
か
な
場

所
で
子
育
て
を
し
な
が
ら
、奄
美
ら
し
い
生

き
方
を
し
て
い
き
た
い
。と
思
い
、５
年
前
に

現
在
の
浦
に
店
舗
兼
住
居
を
建
て
ま
し
た
。」

田
園
風
景
を
残
し
て
い
き
た
い

間
弓「
お
店
の
料
理
は
島
の
野
菜
を
使
っ
た

こ
だ
わ
り
の
イ
タ
リ
ア
ン
だ
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。料
理
だ
け
で
な
く
、自
身
で
お
米
の
栽

培
に
も
力
を
注
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。」

小
池「
奄
美
大
島
で
最
大
規
模
の
秋
名
・
幾
里

地
区
の
田
園
風
景
を
残
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。利
益
に
は
な
か
な
か
つ
な

が
ら
な
い
の
で
す
が(
笑
)。自
然
栽
培
に
こ

　今回、インタビューの際に稲刈りの体験をさ
せて頂きました。とても重労働で大変な作業だ
と実感しました。しかし小池さんは楽しそうに
作業をされていて、稲作に対する愛情を感じま
した。小池さんのこだわりが詰まった料理を早
く食べに行こうと思います。今後も移住者の先
輩方にお会いできる事を楽しみにしています。

小池弘章さん（38）幾里集落在住
兵庫県出身。農家から直接仕入れる新鮮野
菜や魚介など地場産食材を使用したメ
ニューが好評のイタリアン料理店『osteria 
fiore』オーナーシェフ。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　みなさんこんにちは。奄美での初めての夏が
来て、海や空に癒やされている毎日です。
　少しずつですが移住相談の問い合わせも増
え、相談窓口の必要性を感じています。色々な施
設の紹介の他、集落ごとの特色も学び、移住希望
者へ伝えていけたらと思っています。
　今後、色々な場所にお邪魔したいと思ってい
ますのでよろしくお願いします。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
インタビュアー間弓祐次郎（左）と小池弘章さん（右）

連載 vol.03

今 回 のインタビュアー

『osteria fiore』オステリア フィオーレ
浦1113-2  ☎0997-62-3187
ディナー18時00分～22時00分（21時00
分ラストオーダー）火曜日定休

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

こいけ 　ひろあき



■龍郷町AED設置施設一覧

　 感染予防のための注意点

①自分のマスクがあれば着用して実施する

②意識や呼吸の確認は、倒れている人の顔に近づ

き過ぎないよう行う

　→呼吸の確認は、胸とお腹の動きを見る

③胸骨圧迫を開始する前に、倒れている人の口と

鼻に、ハンカチやタオルなどをかぶせる　

　 大人への対応

・胸骨圧迫のみを行い、人工呼吸は行わない

　 子供への対応

・人工呼吸の講習を受けその技術を身につけていて、人工呼吸を

行う意思がある家族等は、胸骨圧迫に加えて人工呼吸も行う

　 救急隊に引き継いだ後は

・速やかに石鹸で手と顔をしっかり洗う

　→すぐに洗えない状況であれば、まずは消毒用アルコールで手を消毒する

・倒れた人の鼻と口にかぶせたハンカチやタオルなどは直接触れずに廃棄する

　 その他の注意点

・本手順に記載がない点は、従前どおりの心肺蘇生法を実施する

・AEDの装着と使用については従前どおり行う

　　AEDの設置施設について

　平成16年から医療従事者以外の方によるAED（自動体外式除細動器）の使用が認められ、救急現場に
居合わせた人によるAEDの使用事案も年々増加し、その効果は顕著に表れています。
　龍郷町では現在、学校や公民館などの公共施設、福祉・商業施設など、官民合わせて41基設置されてい
ます。AEDの使用が必要な場合に慌てることのないよう、日頃からAEDの使い方を含めた応急手当の知
識・技術を身に付けるとともに、身近に設置されているAEDの設置場所を確認しておき、一人でも多く
の尊い命を救うために役立てることが重要です。

　「救急の日」及び「救急医療週間」は、救急医療及び救急業

務に対する国民の正しい理解と認識を深め、救急医療関

係者の意識の高揚を図ることを目的に、毎年９月９

日を「救急の日」とし、この日を含む１週間（日曜日

から土曜日）を「救急医療週間」としています。

新型コロナウイルス感染症の
感染予防を踏まえた心肺蘇生法について

９月９日は「救急の日」

救急講習会の問合せ先：大島地区消防組合龍郷消防分署救急係　☎0997-62-2611

  施設名

秋名小学校

龍北中学校

円小学校

奄美自然観察の森

安木屋場共同糊張施設

龍郷小学校

久場生活館

龍瀬小学校

龍郷町役場

りゅうがく館

りゅうゆう館

龍郷消防分署

龍南中学校

大勝小学校

中勝公民館

戸口小学校

大島養護学校

手広公民館

手広トイレ・シャワー施設

赤徳小中学校

芦徳公民館

設置場所

正面玄関（左）

正面玄関（左）

正面玄関（左）

森の館（道路側）

屋外トイレ（右）

校長室前（右）

正面玄関（右）

正面玄関（中央）

１階ロビー

１階事務所

１階事務所

１階事務所

正面玄関（中央）

正面玄関（右）

正面玄関（左）

正面玄関（右）

１階保健室

正面玄関（右）

正面入口（左）

正面玄関（左）

海側入口（右）

施設外持出し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

屋外

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

24H対応

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

■ 肥後診療所

■ 秋名の郷

■ 龍郷の里

■ 九州電力竜郷発電所

■ あすぱら保育園

■ ワークセンター奄美

■ 愛寿園（養護）

■ 愛寿園（特養）

■ 健児保育園

■ 中村組

■ 町田酒造

■ ビッグⅡ奄美店

■ みんなの診療所

■ 南洲建設

■ 希望の星学園

■ 星の園

■ あかおぎ歯科医院

■ ホテルカレッタ

■ ネイティブシー奄美

■ Miru Amami

  (旧ネストアット奄美)

■公共施設以外の

　龍郷町AED設置施設
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日を「救急の日」とし、この日を含む１週間（日曜日

から土曜日）を「救急医療週間」としています。

新型コロナウイルス感染症の
感染予防を踏まえた心肺蘇生法について
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■ 中村組

■ 町田酒造

■ ビッグⅡ奄美店

■ みんなの診療所

■ 南洲建設

■ 希望の星学園

■ 星の園

■ あかおぎ歯科医院

■ ホテルカレッタ

■ ネイティブシー奄美

■ Miru Amami

  (旧ネストアット奄美)

■公共施設以外の

　龍郷町AED設置施設
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令
和
２
年

９
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ふ
る
さ
と
納
税

名
誉
町
民

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

ダ
イ
ビ
ン
グ

体
験

　募
集

保
健
福
祉
課

消
防
分
署

生
活
環
境
課



無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
9
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

９
月
10
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

９
月
17
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

９
月
24
日（
木
）

　
吉
岡
大
司
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

令
和
２
年 

国
勢
調
査
が

は
じ
ま
り
ま
す

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べて
の
人
と
世
帯
を

対
象
と
し
た
５
年
に一度
の
大
調
査
、「
国
勢

調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

地
域
の
姿
を
明
ら
か
に

　
国
勢
調
査
は
、日
本
の
人
口
、世
帯
、就

業
者
か
ら
み
た
産
業
構
造
な
ど
の
状
況
を

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

国
勢
調
査
員
が
伺
い
ま
す

　
国
勢
調
査
員
が
９
月
14
日
か
ら
各
世
帯

を
訪
問
し
て
、調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま

す
。調
査
の
設
問
は
、男
女
の
別
、出
生
の
年

月
、就
業
状
況
、従
業
地
又
は
通
学
地
、住

居
の
種
類
な
ど
、全
部
で
16
問
で
す
。

　
回
答
は
是
非
、か
ん
た
ん
便
利
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
！
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、災
害
時
に
必
要
な
物
資

を
備
え
た
り
、コ
ン
ビ
ニ
の
出
店
計
画
に
利

用
さ
れ
る
な
ど
、私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場
企
画
観
光
課
☎（
６
９
）４
５
１
２

　
国
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
に
支

え
ら
れ
、裁
判
員
制
度
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

ど
の
く
ら
い
の
人
が
裁
判
員
を
務
め
た
の
？

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
裁
判
員
裁
判
は
約
１
万

２
千
件
で
す
。約
７
万
２
千
人
の
方
が
裁
判
員

と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。裁
判
手
続
に
参
加

い
た
だ
い
た
日
数
は
、平
均
５・９
日
で
す
。

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
前
と
後
で
の
気
持
ち

の
変
化
は
？

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
前
は…

「（
積
極
的
に
）や
っ
て
み
た
い
」…

34・６
％

「
やって
み
た
い
」…
24・９
％

裁
判
員
と
し
て
や
っ
て
み
た
ら…

「
非
常
に
よ
い
経
験
と
感
じ
た
」…
58・３
％

「
よ
い
経
験
と
感
じ
た
」…

37・６
％

95・９
％
の
方
か
ら「(

非
常
に
）よ
い
経
験
」と

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は…

　
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
、

裁
判
員
裁
判
の
開
廷
情
報
への
リ
ン
ク
な
ど
を

掲
載
し
た
ウェブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。選

任
手
続
の
説
明
を
中

心
に
裁
判
員
裁
判
に

つ
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
た
映
像
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

相
談
専
用
電
話

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ

と
、嫌
が
ら
せ
、差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談

下
さ
い
。

相
談
専
用
電
話

ア
イ
ヌ
の
方
の々
た
め
の
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０（
７
７
１
）２
０
８

受
付
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　※

祝
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日
除
く

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
無
料
相
談
●
匿
名
可
●
秘
密
厳
守

問
合
せ
先

（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
芝
大
門
２-

10-

12
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

※

本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
が
、厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　
10
月
18
日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た
町

民
体
育
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　

龍
郷
町
教
育
委
員
会
☎（
６
９
）４
５
３
２

令
和
２
年
度
第
61
回
龍
郷
町

町
民
体
育
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

TEL

Tatsugo -12-

令
和
２
年

９
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ふ
る
さ
と
納
税

名
誉
町
民

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

ダ
イ
ビ
ン
グ

体
験

　募
集

保
健
福
祉
課

消
防
分
署

生
活
環
境
課



無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
9
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

９
月
10
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

９
月
17
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

９
月
24
日（
木
）

　
吉
岡
大
司
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

令
和
２
年 

国
勢
調
査
が

は
じ
ま
り
ま
す

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べて
の
人
と
世
帯
を

対
象
と
し
た
５
年
に一度
の
大
調
査
、「
国
勢

調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

地
域
の
姿
を
明
ら
か
に

　
国
勢
調
査
は
、日
本
の
人
口
、世
帯
、就

業
者
か
ら
み
た
産
業
構
造
な
ど
の
状
況
を

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

国
勢
調
査
員
が
伺
い
ま
す

　
国
勢
調
査
員
が
９
月
14
日
か
ら
各
世
帯

を
訪
問
し
て
、調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま

す
。調
査
の
設
問
は
、男
女
の
別
、出
生
の
年

月
、就
業
状
況
、従
業
地
又
は
通
学
地
、住

居
の
種
類
な
ど
、全
部
で
16
問
で
す
。

　
回
答
は
是
非
、か
ん
た
ん
便
利
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
！
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、災
害
時
に
必
要
な
物
資

を
備
え
た
り
、コ
ン
ビ
ニ
の
出
店
計
画
に
利

用
さ
れ
る
な
ど
、私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場
企
画
観
光
課
☎（
６
９
）４
５
１
２

　
国
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
に
支

え
ら
れ
、裁
判
員
制
度
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

ど
の
く
ら
い
の
人
が
裁
判
員
を
務
め
た
の
？

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
裁
判
員
裁
判
は
約
１
万

２
千
件
で
す
。約
７
万
２
千
人
の
方
が
裁
判
員

と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。裁
判
手
続
に
参
加

い
た
だ
い
た
日
数
は
、平
均
５・９
日
で
す
。

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
前
と
後
で
の
気
持
ち

の
変
化
は
？

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
前
は…

「（
積
極
的
に
）や
っ
て
み
た
い
」…

34・６
％

「
やって
み
た
い
」…

24・９
％

裁
判
員
と
し
て
や
っ
て
み
た
ら…

「
非
常
に
よ
い
経
験
と
感
じ
た
」…

58・３
％

「
よ
い
経
験
と
感
じ
た
」…

37・６
％

95・９
％
の
方
か
ら「(

非
常
に
）よ
い
経
験
」と

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は…

　
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
、

裁
判
員
裁
判
の
開
廷
情
報
への
リ
ン
ク
な
ど
を

掲
載
し
た
ウェブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。選

任
手
続
の
説
明
を
中

心
に
裁
判
員
裁
判
に

つ
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
た
映
像
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

相
談
専
用
電
話

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ

と
、嫌
が
ら
せ
、差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談

下
さ
い
。

相
談
専
用
電
話

ア
イ
ヌ
の
方
の々
た
め
の
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０（
７
７
１
）２
０
８

受
付
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　※

祝
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日
除
く

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
無
料
相
談
●
匿
名
可
●
秘
密
厳
守

問
合
せ
先

（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
芝
大
門
２-

10-

12
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

※

本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
が
、厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　
10
月
18
日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た
町

民
体
育
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　

龍
郷
町
教
育
委
員
会
☎（
６
９
）４
５
３
２

令
和
２
年
度
第
61
回
龍
郷
町

町
民
体
育
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

TEL

令
和
２
年

９
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ふ
る
さ
と
納
税

名
誉
町
民

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

ダ
イ
ビ
ン
グ

体
験

　募
集

保
健
福
祉
課

消
防
分
署

生
活
環
境
課



Tatsugo -14-

令
和
２
年

９
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ふ
る
さ
と
納
税

名
誉
町
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飼い猫を外で放し飼いする場合は、避妊･去勢手術をさせなければなりません。条例

により、平成30年１月１日から、違反した場合は５万円以下の過料が科せられます。

問い合せ・申込み先
役 場 生 活 環 境 課  ☎６９－４５２５（直通）

なぜ、屋外飼育している猫は、
不妊化手術をしないといけないの？？

いま奄美大島では、野生化したネコ（ノネコ）がアマ
ミノクロウサギなどの希少野生動物を食べていること
が調査により分かっています。希少動物を食べるノネ
コも、ご近所に糞尿被害をもたらしている野良猫も、
もとは適正に飼育していなかった飼い猫から増えた
ことによるものです。

飼い主は、社会に対して責任を持ち、飼い猫を適正
に飼養することと終生愛情をもって飼育することが重
要です。

子ネコが増えて飼いきれなくなるのは困る…

繁殖期の鳴き声やマーキングを減らしたい…

迷子になったときにマイクロチップなどがないと

飼い主が判明しないことがあります。

※令和３年４月から原則として新規で登録した猫のみ対象となります。

避妊去勢手術助成額：

マイクロチップ装着：

申 込 み 対 象 ：

必 要 な も の ：

おす5,000円／頭、めす15,000円／頭
無料

飼い猫登録されている猫
その他、規則に基づく要件を満たしていること

印鑑

アマミノクロウサギを
捕食するノネコ

あなたの飼い猫
避妊･去勢手術
マイクロチップ装着は
お済ですか？

助成を受けることが出来るのは今年度限り！※
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A m a m i o s h i m a T a t s u g o

龍 郷 町 ふるさと納税

好きな自治体へ寄附ができる「ふるさと納税」 ふるさと返礼品を登録したい方
ほかにもまだまだ返礼品お選びいただけます。
ＷＥＢで

電話で

龍郷町浦1864-2  ☎0997-62-3120
営 ９:00~17:00    休 土・日・祝日

このコーナーでは、龍郷町ふるさと納税制度の返礼品として贈呈する

商品やサービスを紹介します。貴事業所でも是非ご検討ください。

奄美大島酒造(株)
　 “浦の橋立”の近く、巨大焼酎ボトルが目印の黒糖焼酎蔵元。人

気の銘柄は、3年以上熟成した原酒をさらに樫樽に寝かせること

で琥珀色の甘くふくよかな味わいを実現した「高倉」、2種の原酒

をブレンドさせた甘みと辛みのバランスが良い「浜千鳥乃詩」、仕

込みに使う名水の名を冠したまろやかな味わいの「じょうご」の3

種です。奄美でも名高い『じょうご』の水は、水源地の地下120ｍ

から汲み上げられ、仕込みと割水に使用されています。また、全て

の製品に100％地場産の新鮮な黒糖を使用しているため、芳醇

な黒糖の香りを楽しむことができます。

　海風が当たり、適切な温度・湿度が保たれている工場の立地と、

出来上がって2年以内の焼酎は出荷しないという品質管理もお

いしい焼酎造りの秘訣。良質な素材と環境、そこに蔵人たちの情

熱が加わることで、大人気の黒糖焼酎が生み出されています。

奄美黒糖焼酎原酒 
寄附額15,000円

高倉1.8Ｌ
じょうご1.8Ｌセット 

寄附額15,000円

高倉1.8Ｌ
浜千鳥乃詩1.8Ｌ
各2本セット

寄附額30,000円

※龍郷町へのふるさと納税は町外の方のみです。

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？
個人事業主でも登録できます。

龍郷町では、「ふるさと納税推進業務協力事業者募集
要領」に基づき返礼品の登録事業者を随時募集して
います。新型コロナウイルスの影響を受けている事業
者の皆様からのご相談も受け付けておりますので、詳
しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　役場企画観光課☎６９-４５１２

この記事を書いた人
地域おこし協力 隊 辰巳奈緒子

　　　　　ふるさと納税ポータルサイト
『さとふる』『ふるさとチョイス』に掲載して

います。または龍郷町ＨＰをご覧ください。

　　　　　返礼品一覧を送付いたします。お電話も
しくはメールにてご住所・お名前をお教えてください。
龍郷町役場企画観光課☎０９９７-６９-４５１２

メール  kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp
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龍郷町名誉町民　
第 10 回

本町は、明治から昭和にかけて学者、政治家をはじめ法曹界などで活躍した偉人を多
く輩出した「人材の町」として知られています。
その偉大な功績を称え、10名が名誉町民として表彰されています。

19 3 8

19 47

19 4 9

19 52

19 5 3

19 5 8

19 6 2

19 71

19 8 3

戸口小学校卒

大島中学校卒

鹿児島師範学校卒業

郷里の大勝小学校を振り出しに、大島郡、川辺郡内の高小・国民学校

や鹿児島市、川内市内の中学校で9年間教鞭を取る

統一鹿教組初代書記長

日教組中央執行委員会・組織部長に選出され、書記次長（2期）

日教組書記長

日教組副委員長（5期）、その間総評副議長を兼ねる

日教組書記長（4期）

日教組委員長（5期、9年）

参議院議員に就任

議院議員退任（2期、12年）

● 経 歴 ●

● 表 彰 ●

● 功 績 ●
　日教組書記長、日教組委員長、参議院議員などを歴任する。

　「奄美の為なら、たとえ我身を捨てても」と言う程の深い郷土愛の持ち主。奄美振興開発

特別措置法の改正や延長問題で奮闘し、社会党内でも奄美振興、韓国紬輸入規制やさと

うきび価格引き上げなどで政府の対策を質すなど、奄美党を自称して超党派で郷土問題

解決に心血を注いだ。

◇参考文献◇宏洲一男．『奄美人物名鑑』アド・タイムズ奄美 1981年

2005 龍郷町名誉町民

み や の は ら 　 　 　 　 　 さ だ み つ 　

宮之原 貞光
1917年～1983年 戸口出身
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●一般書● ●児童書●
・『しらべるくらべるずかん　はたらくじどう車』

（元浦  年康/あかね書房）
・『１０歳の君に贈る、心を強くする２６の言葉』

（岩村  太郎/えほんの杜）
・『都会のトム＆ソーヤ　6』（はやみねかおる/講談社）
・『カラフル』（新井  洋行/岩崎書店）
・『ミヤタチカのお絵描き動物園』（ミヤタチカ/玄光社）
・『グレタとよくばりきょじん』

（ゾーイ・タッカー/フレーベル館）
・『植物たちの生き残り大作戦』（藤井  義晴/新星出版社）
・『学校に行きたくない君へ』（全国不登校新聞社ポプラ社）
・『ぺんぎんたいそう』（齋藤  槙/福音館書店）

他

・『宇宙一ワクワクするお金の授業』
（大石  洋子/すばる舎）

・『能楽ものがたり　稚児桜』（澤田  瞳子/淡交社）
・『世界でいちばん素敵な夜空の教室』

（多摩六都科学館天文チーム/三才ブックス）
・『絵手紙初心者のための10のヒント』

（清野  章子/日貿出版社）
・『老乱』（久坂部  羊/朝日新聞出版）
・『休日が楽しみになる昼ごはん』（小田  真規子/文響社）
・『よみがえる変態』（星野  源/文藝春秋）
・『自分を傷つけずにはいられない』（松本  俊彦/講談社）
・『ボクはやっと認知症のことがわかった』

（長谷川  和夫/KADOKAWA）
他

令和２年９月号
暦の上では、「秋」となりましたが、まだまだ気温が高く、暑い日が続いていま

すね。体調に気をつけてお過ごしください。

りゅうがく館からのお知らせ
図書館の本は町民の大切な財産です。大切に扱い、
返却期限を守りましょう。
もし汚してしまったり、失くしてしまった場合には、お
早めにご連絡ください。

りゅうがく館　☎62-3110

首里の馬
高山  羽根子/新潮社
2020年第163回芥川賞受
賞作品。オンラインクイズ
のオペレーターをする未
名子。IT社会と孤独、そし
て沖縄の歴史が混ざり合
い、世界を描き出します。

のっけから失礼します
三浦  しをん/集英社
人気作家、三浦しをんさん
のエッセイ集。タクシー運
転手との面白トークや家
族とのエピソード。ありふ
れた日常、だけど笑いが止
まらないお話が満載です。

しましまぐるぐる
かしわら  あきお/学研プラス
赤ちゃん向け絵本の中で
も大人気のシリーズです。
黒・白・赤のコントラスト
の強い色で描かれた絵や、
目と口のある「かお」に赤ち
ゃんは引きつけられます。

十年屋
廣嶋  玲子/ほるぷ出版
ぬいぐるみ、写真、雪だる
まに子猫だって大切なも
のならどんなものでも時
の魔法で預かります。た
だし、十年だけ…。心あた
たまる、やさしいお話。
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プレパパママ教室

予約制

令和２年４月開設 妊娠・出産・子育てを切れ目なくサポートします！

子育て世代包括支援センター

〇：保健センター開放日  毎週月・金曜日10：30～16：00
●：子育てサロン（午前中）
◎：相談日（午前中）

問合せ　役場保健福祉課☎６９-４５１４

よりお知らせ

　不安や悩み事もいっぱいの妊娠期…幸せいっぱいの妊娠期間が過ごせる
ように、龍郷町では令和２年７月からプレパパママ教室を開催しています。
妊娠中や子育て中は誰でもわからないことや心配事が多いものです。町内
で、同じ時期に出産を迎えるお母さんたちや先輩お母さんたちと気楽にお
しゃべりしてみませんか？お父さんの参加も大歓迎です！

　子育て中のお母さんお父
さん、親子でサロンに遊びに
来ませんか？お子さんの成
長に合わせた運動遊びや感
覚遊びを楽しみましょう！

場所　保健センター
　　　どぅくさ館２階

前期クラス　11/21（土） 後期クラス　１/16（土）時間　13：30～15：30

申込み　子育て世代包括支援センター  ☎６９-４５１４

子育てサロン

場所　保健センターどぅくさぁや館２階

日時　第２・４金曜日　10：30～12：00

　保健センターの開放に合わせ
て、保健師・保育士が妊娠期や子育
て期の相談を行います。予約の必
要はありませんので、どうぞお気
軽にご相談ください。

子育て相談日

場所　保健センターどぅくさぁや館２階

日時　第3金曜日　10：30～12：00

妊娠中の身体の変化やマイナートラブル、
生活上の注意点など
11/21クラスの申込みは11/10（火）まで

分娩経過や赤ちゃんとの生活、
沐浴体験など

わきゃシマの玉黄金

08 august

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　　　　 　ゆうせい

吉田 侑生くん  R1.８.19 生
  大勝　

　　　　　　　　   いちと

東江 一翔くん  R1.８.30 生
  玉里　父  雄一   母   仁恵

　　　　　　　　 　ゆづき

竹内 結月ちゃん  R1.８.９ 生
  手広　父  良太   母   奈保

　　　　　　　　　そうすけ　　　　　　　　 

小川 颯介くん  R1.８.11 生
  玉里　父  雅信   母   由美子

バナナ大好き☆
パパはゆういちだよ♪

龍
郷

に
産

まれて  ありがっさまりょ
う

た
。

お
父

さんにも後追いするよ
♪
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オオトラツグミ
　奄美大島固有種で天然記念物に指定されていま

す。島にバードウォッチャーで訪れる方には言わず

と知れた野鳥ですが、ちょっと前までは幻の鳥と言

われていました。近年では様々な要因が重なり生息

数の増加や生息地が拡大され見つけすくなってき

ました。観察の森には現在は２羽のオオトラツグミ

がエサを探してかなりの頻度で観察できますので

ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか？

【
７
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

智
裕

洋
介

明
宏

隆
誠

廉

大
勝

大
勝

玉
里

中
戸
口

玉
里

【
7
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

安
田

當
田

泉松
原

碇
山

想唯
織

ひ
よ
り

侑
愛

喜
彩

則
岡

　澄
忠

図

　
　純
治

伊
東

　菊
江

萩
原

　チ
ヨ

楠
元

　博
文

山
田

　榮
治

當
田

　清
子

富
地

　テ
ル

瀬
留

玉
里

嘉
渡  
龍
郷
の
里

浦  

愛
寿
園

幾
里

浦  

愛
寿
園

大
勝

嘉
渡  

龍
郷
の
里

(
89)

(

84)
(

106)
(

98)
(

64)
(

90)
(

82)
(

98)

※

前
号
に
て
６
月
届
出
の
方
の
掲
載
に
漏
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
致
し
ま
す
。

嘉渡８㊋・22㊋

円９㊌・16㊌・23㊌・30㊌

安木屋場８㊋・15㊋・22㊋・29㊋

瀬留20㊐　玉里12㊏

浦14㊊　大勝16㊌　川内13㊐

中勝17㊍12：00～

下戸口20㊐　中戸口10㊍

上戸口15㊋　手広20㊐　赤尾木21㊊

芦徳９㊌20：00～・14㊊・23㊌20：00～・27㊐

９月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～

阿世知マスコさん

大正９年８月17日生まれ

どぅくさぁが宝

100歳

どぅくさぁしもれよ～

孫5人、ひ孫5人。10月にはやしゃごが生まれます。

そ
う

い

お

り

 

ゆ

め 

 

い

ろ 

香
典
返
し
お
礼
　老
ク…

老
人
ク
ラ
ブ

社
協…

社
会
福
祉
協
議
会

・
山
田
ス
マ
子（
故
山
田
榮
治
）    

愛
寿
園

・
大
迫
久
美
子（
故
高
田
京
子
）

老
ク
幾
里
稲
穂
会

・
朝
義
親（
故
朝
ヨ
リ
ヱ
）
　赤
尾
木
老
ク

・
富
地
宏
典（
故
富
地
テ
ル
）
　

  

　社
協

７月31日、若手経営者らで結成する「浦集落盛り上げ隊」が
75発のサプライズ花火を打ち上げました。

とっても素敵でした！
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：20件 2020.８.12現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

令和２年度　龍郷町職員採用候補者（1次）試験について
標記試験を下記のとおり実施しますので、お知らせします。

１．採用職種・人員及び受験資格

龍郷町職員採用候補者（1次）試験   原則として、採用と同時に町内に居住できる者及び次の要件を満たす者

２．試験内容　　教養試験・職場適応性検査・作文等

３．試 験 日　　令和２年10月18日（日）

４．試験場所　　龍郷町役場２階会議室等

５．受付期間　　申し込みの受付は、令和２年８月19日（水）から令和２年９月15日（火）までとする。

（郵送の場合も９月15日（火）までの消印に限る。）

６．受験申込書の配布　　龍郷町役場総務課または，龍郷町ホームページにも掲載してあります。

７．郵便請求の場合　　封筒の表に「受験申込書請求」と朱書きし、140円分の切手を貼った宛先明記の角２号封

　　　　　　　　　　　　　　　　筒（240×332㎜）を必ず同封して請求先へ送付して下さい。

８．問合わせ先　〒894-0192　鹿児島県大島郡龍郷町浦１１０番地

　　　　　　　　　　　龍郷町役場総務課人事係　電話　0997－62－3111（内線2204）

試験区分

行政職

職　種

一般事務

保健師

保育士

土　木

採用予定
人 員

若干名

若干名

若干名

若干名

受　験　資　格　　　

平成２年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた者

平成２年４月２日以降に生まれた者で、保健師の資格を有する者、又は
令和３年３月31日までに取得見込みの者

昭和50年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格を有する者又は、
令和３年３月31日までに取得見込みの者

昭和50年４月２日以降に生まれた者で、土木の専門課程を専攻した者
又は、土木関係の設計・施工管理の職務経験者を５年以上有すること

龍郷町行事予定９月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24

29 30

25 26

27 28
芦徳　第１·３・４・５月曜　午後２時～
龍郷　毎週木曜　午前9時半～
秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～

　

大勝　毎週木曜　午後2時～
川内　毎週金曜　午後7時半～

■どぅくさ会  14:00~16:00

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館13:30~16:00
■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

■楽らく体操教室

救急の日
■どぅくさ会  円
　芦徳20：00～

　　
■母子歯科相談
どぅくさあや館13：00～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会         中戸口

民児協定例会
■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■どぅくさ会  玉里

　　 　　
■保健センター開放
■楽らく芦

　
■どぅくさ会
　安木屋場・嘉渡
　

 
　　　旧盆送り
■肺がん検診
秋名・幾里・円・安木
屋場・龍郷

　
■肺がん検診
上戸口・中戸口・下
戸口・りゅうがく館

■保健センター開放
始業式

　　防災の日
■肺がん検診
芦徳・赤尾木・手広
中勝

　　
■どぅくさ会
　円・芦徳（20:00～）

■楽らく秋・龍・大 ■保健センター開放   
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会    手広
　瀬留・下戸口　

敬老の日
■楽らく芦
■どぅくさ会
　赤尾木

秋分の日
■どぅくさ会
   安木屋場・嘉渡

　　
■どぅくさ会  円

中学校体育大会
■どぅくさ会
　芦徳

駐在員会　
■保健センター開放
■楽らく芦

■どぅくさ会
　安木屋場

■たつごう在宅家族の会
りゅうがく館13：30～
■どぅくさ会
　円・大勝

■楽らく秋・龍・大  
■どぅくさ会
　中勝(12：00～)    
■スピード健診
　安木屋場   

■保健センター
開放  かめのこクラブ
■でぃでぃ
■楽らく川
■スピード健診  中勝

■どぅくさ会  川内
令和2年

　　国勢調査開始
■保健センター開放
■どぅくさ会
　浦・芦徳

■3歳半健診
どぅくさあや館12：30～
■どぅくさ会
　上戸口・安木屋場
　

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：７月15日

旧：８月１日

特定健診・長寿健診・がん検診結果報告会


